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議会運営委員会会議記録 
 
◎日 時 平成２２年３月１１日（木） 
  午後０時３０分～午後０時４８分 
◎場 所 第３委員会室 
◎出席委員 ７名 
  委 員 長 森 長一郎 
  委  員 金野 次男、板橋 惠一、藤原 益栄 
     阿部 五一、竹谷 英昭 
  代理出席  相澤 輝司 
◎欠席委員 副委員長 松村 敬子 
◎出席議員 （オブザーバー） 
  議  長 石橋 源一 
  副 議 長 根元 朝栄 
◎傍聴議員 桝原  清、佐藤 惠子、吉田 瑞生  
◎傍 聴 者 なし 
◎出席職員 なし 
◎事務局職員 松戸局長、松岡参事、鎌田主幹、櫻井主幹 
◎協議事項  
  （１）一般質問（３／３ 中村議員）の取り扱いについて 
  （２）その他 
◎議事経過  
 
○松戸局長  

それでは、昼休み中ではございますが、議会運営委員会を開会いたします。委

員長よりお願いいたします。 
○森委員長 

では、昨日に引き続き、今日もよろしくどうぞお願いいたします。 
本日も、松村副委員長より欠席の御案内をいただいておりますので、代理に相澤

委員が出席でございます。よろしくどうぞお願い申し上げます。 
     早速ですが、大綱１に入る前に、最初に事務局より報告がございます。 
○松戸局長 

すみません、昨日、落としてしまいました。報告、１件ございます。 
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議会だより編集委員会の委員長でございますが、２月２６日付で雨森委員長より辞

任願が出されまして、委員会の席上、全会一致で新たに板橋委員長を決定してござ

います。 
    以上でございます。 
○森委員長 

   この辺についてはよろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 
  では、大綱１の昨日からの継続の内容でございます。一般質問、３月３日、中村議

員の取り扱いについてというふうなことでございます。 
   では、持ち帰っていただきました、金野委員のほうから御報告のほう、まずお願

い申し上げます。 
○金野委員 
     では、交渉人 A として、昨日からのことを皆様方に御報告いたします。 
    まず、１点目は、一般質問通知書のみ記載させてもらって、その他は全文削除。 
    二つ目、本人から本会議場において削除の申し出をする。 
    そして、三つ目として、市議会だより原稿について、皆様方にお渡ししました別

紙のとおりでございます。 
     以上が、現在までの交渉した経過でございますので、よろしくお取次ぎくださ

いますようお願い申し上げます。 
    以上です。 
○森委員長 
    結果、皆様の最終的な一本に絞った案が受け入れていただいたというふうなこと

でございました。それで、最終的に議会だよりに載せる内容までこちらに掲載され

ております。 
まず、全会一致というふうなことで、昨日、板橋委員のほうから、まず固辞があ

りましたが、板橋委員、皆さんのまず御意思を確認をしたいと思うですけれども、

その形でよろしいでしょうか。板橋委員。 
○板橋委員 
    質問要旨を載せて、あとは一回目の教育長の答弁までということでしたっけ。 
○森委員長 
    金野委員。 
○金野委員 
     そうです。一般質問の報告書、ありますよね、議長から。それに基づいてこち

らだけ載せていただきます、項目は。そして、それについての答弁は、教育長が

いったので全部入ると思います。以上です。 
○森委員長 

板橋委員、よろしいでしょうか。 
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     藤原委員。 
○藤原委員 

私も、本人も納得されたようですからいいんですけれども、参考までに、相澤

委員が何か正確に教えているみたいですけれども、今回、何回目になるんですか、

これ。 

○森委員長 

９回目、９回目ですか。 

○藤原委員 

９回目。 

○森委員長 

相澤委員。 

○相澤委員 

私が教えたんじゃなくて、これは事務局につくっていただいた資料に基づいて、

平成１１年から、その以前もありそうですけども、平成１１年から数えて８回

というふうに聞いております。 

○藤原委員 

これ、９回目ということ。 

○相澤委員 

今回を入れれば９回目と。（「何回、８回」の声あり）はい。 

○森委員長 

藤原委員。 

○藤原委員 

あっ、いいです、いいです。 

○森委員長 

いいですか。  ということで、では、板橋委員、よろしいでしょうか。 

○板橋委員 

１回目までね。あとは……、はい。 

○森委員長 

板橋委員。 

○板橋委員 

あとは何もないと。これで終わり、落着ということね。 

○金野委員 

ええ、一応交渉人Ａとしましては、今回のはこれで一件落着と思います。 

○森委員長 

板橋委員。 

○板橋委員 
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では、この件に関して、何ら後から問題提起されることはないと。（「はい」の声

あり） 

ということでしたらば、今朝もメンバーにお話ししたとき、そういうふうなこと

を言われましたので確認しておきます。一切、今後これに対してないんでしたら

ば、了解いたします。 

○森委員長 

 金野委員。 

○金野委員 

「これ」ということは、今回のこれね。 

○板橋委員 

はい。 

○森委員長 

藤原委員。 

○藤原委員。 

     これは本人が申し出るんだから、本人の申し出による削除ということになりま 

すね。 

○森委員長 

そうですね。 

○金野委員 

はい。 

○森委員長 

はい。本人からの本会議場での申し出となります。 

竹谷委員。 

○竹谷委員 

そうすると答弁は、この４ページの下段２行目から５ページの下段２行目をカ

ットして答弁として載せるということですね。答弁として。 

○森委員長 

金野委員。 

○金野委員 

答弁のほうまでは、私は調整をやっていませんけれども……。 

○竹谷委員 

いやいや、答弁……、そういうふうに議事録、なるのかな、議事録の構成上。 

○森委員長 

そうなりますか……、そうですね。 

○松戸局長 

答弁はそのままだと思うんですが。（「だって、教育長が答えたことについて、
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我々が削る理由というのは何も立たないべ。だから……」の声あり） 

○竹谷委員 

そうすると、再質問はどうする。 

○松戸局長 

再質問は、答弁についてはそのまま。 

○森委員長 

すべて、ええ。質問については…… 

○松戸局長 

「……」になりますので、文章のつながりはしょせんないことになります。 

○竹谷委員 

うん、わかった。まぁ、いいよ。とにかくそこだけなの。あの答弁は再質問も

あるので、これはこのままにして、あとは中村議員の第２質問は「……」で置

くということね。 

○森委員長 

そうですね、はい。 

○竹谷委員 

それだけちょっと確認、これね、そうだよね。 

○阿部委員 

答弁は１回。（「２回」「３回」「２回です」の声あり）２回。（「３回」の声あり）

３回。（「はい」の声あり）これは、答弁だけは載せるのね。 

○竹谷委員 

では、そこを確認してください。この後もそうだよね、教育長に答弁させたっ

ていうことなんだべ。 

○森委員長 

 皆さんの案がそのまま本当に受け入れていただいたというふうなことで御理解

いただければと思います。よろしくどうぞお願いします。（「いやいや、オーケー

ですよ」「きのう、だってね、きのう言ったんだもの」の声あり）ということで、

では、そのような形にさせてもらいたいと思います。 

では、確認を……。（「そうすると、何……、いいですか」の声あり） 

○藤原委員 

ちょっと待って。確認って、今の件。その他も含めて。 

○森委員長 

その他はまだ。いいですか、その他まで入れてしまっていいですか。 

では、その他……。（「ちょっと、一つ確認」の声あり） 

○板橋委員 

そうすると、８ページの藤原議員のは、このまま掲載ね。 
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○森委員長 

 ８ページ。 

○板橋委員 

 いいんですね。（「藤原さんも何か発言あるな」「もちろんこのまま」の声あり）

どうします。 

○藤原委員 

 おれ、どうでもいいけれども。 

○森委員長 

 どうなんですかね、問題提起しているんですもんね、ここでね。普通はどうな

んですかね。これは事務局に……（「いや、あの……」の声あり）局長。 

○松戸局長 

 議場での発言ですので、本人からの申し入れとかがなければ、議事録はこのま

ま掲載になります。 

○森委員長 

 このままということだそうです。よろしいでしょうか。 

○藤原委員 

 申し入れしなくてもいいでしょう。この発言があって削ったということがわか

るから。別におれはそんなひどいことは言ってないつもりですし。 

○森委員長 

 はい、優しい言葉で書いてあるので。 

○金野委員 

 その確認だけなんです、私は。 

○森委員長 

 では、その他へ移ってよろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

 では、その他、何かございますでしょうか。藤原委員。 

○藤原委員 

 委員会の日程なんですが、きょうで終わることになっていたんですけれども、

５時になったら延会して、あした午前中やってもいいんじゃないかと。本会議で

の議題が……何だ、予算の……（「採決」の声あり）採決のね、討論・採決ね。あ

とは追加議案ね。だから、きょう遅くまでやることはないのではないかというこ

とで終わって、残ったらあしたの午前中に。まあ、「午前中」って言っていいのか、

あしたに回すということで、それでも十分対応できるんじゃないかということな

んです。（「賛成」の声あり） 

○竹谷委員 

 対応できなかったら、明日に延ばせばいいんだから。 

○森委員長 
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 そうですね、最終的に５時。５時を……。 

○藤原委員 

 残っても水道ぐらいでないかと思うんだけれども。 

○森委員長 

     では……、予算特別委員長とちょっと協議をしまして……。 

○竹谷委員 

 いや、協議じゃなく、委員長に「議運でこういうふうになったので、きょうは

遅くとも５時には終了してください」ということで、議運の議事進行上決めたと

いうことで、委員長のほうから。（「そうです」の声あり）相談じゃないんです。 

○森委員長 

 相談じゃないんですね。はい。 

○藤原委員 

 「議運でこうなりなした」と。 

○森委員長 

 なりましたと。 

○相澤委員 

 議会の運営ですから。 

○森委員長 

 ５時で終了するようにというふうなことで。では、今回についてはということ

ですよね。（「こだわらなくていいです」「いつも、いつもそうすれば。」の声あり） 

○竹谷委員 

 今回についてはね。 

○森委員長 

 そうです。ええ、そうです。（「はい」「せっかく終わろうとしてるのに」「閉め

るなら閉めてください」の声あり） 

○森委員長 

 はい。ということで、では、確認をお願いいたします。 

○松戸局長 

 それでは、議会だより編集委員会の委員長の交代を御報告申し上げました。 

 それから、中村議員の一般質問につきましては、通告書に載っている部分につ

きまして、本人の申し出により削除するということで決定をしてございます。そ

のほかの発言につきましては、通常通り会議録に載るということでございます。 

 それから、本日の特別委員会につきましては、５時までに終わらない場合は５

時前に延会をすると。それで、あす、続きを行いまして、終了後本会議を行うと

いうことで決定をしてございます。 

 よろしいでしょうか。（「委員長、一つだけ」の声あり） 



9 
 

○森委員長 

 金野委員。 

○金野委員 

 原稿に写真を載せるんですけれども、それは私に、交渉人にお任せしていただ

けますか。写真、まだ写真のことは、その文面だけと言われるとあれですけれど

も、写真は……（「ああ、議会だよりの」の声あり）教科書を載せるように、私、

今計画……。（「それ、委員長にきいてから」の声あり） 

○森委員長 

 委員長がいるので、また……。 

○根本副議長 

 議会だより編集委員長がいるので、そちらのほうで検討してもえれば……。 

○金野委員 

 議会だよりで検討して……。 

○森委員長 

 議会だよりでまた審議してもらえば。（「だよりの委員会」の声あり）議会だよ

り編集委員会があるので、その中で協議していただいてと。それで、またそこで

つかない場合はこちらへ上げてもらってというふうな形になると思いますので、

はい。よろしくどうぞお願いいたします。 

○阿部委員 

 いや、それでいいの。（「うん」の声あり）それで皆さん、了解しなきゃだめで

すよ、それは。（「うん、おれもそう思うんだな」の声あり）だって、議運が、上

部組織があるわけだから、それをちゃんとしないと、後でぐずぐず言いたい放題

しゃべられると、委員長困るんだよ。 

○森委員長 

 ええ、委員長がいらっしゃいますので、まずそのような形で。まずは、内部で

協議していただいて、では、上げていただくようになるでしょうから、最終的に

は、今の場合。 

○金野委員 

 いや、内部の協議じゃなく、この問題は議運に係わっているんだから、ここま

で提起していて、今残っている写真の添付だけなんですよ。それは、今の案では

教科書２冊をと、こういう腹案を持っていますから、それで確認をしていただき

たいということなんです。 

○森委員長 

 板橋委員。 

○板橋委員 

過去にもそういうことありました。それで１冊に掲載し直し、１回だったか２
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回やっています。今回、そういうふうに出てきたならば、委員会としてはこう

したい、このようにしかできないということでもって、議運に後は提示いたし

ます。そのときは臨時議運を開いてください。（「議運に写真持ってくる必要な

いよ」の声あり） 

 それとも、この場でそういうふうにして、じゃあ、ある程度載せてもいいと

いう、教科書の写真で委員会のほうで皆さんが了解、了承して場合はそのまま

でいきますが、異議申し立てされた場合は、委員会としての決裁じゃなく議運

の決裁になるんですよね、そうでしょう。（「うん、そうです」の声あり）だか

らそのときは……。 

○金野委員 

いや、そういうことを言われたくないと思って。（「そうそう」「だから……」「た

だ、あれの場合は……」の声あり） 

○森委員長 

竹谷委員。（「ちょっと、まだまだ。やっている」の声あり） 

○板橋委員 

     この議会だよりは５月１日の発行で、４月２０日前後が最終的に印刷に入りま

すから、その前に議運がなければ急遽開いてもらうよりほかないと思います。で

ないと、写真はカットせざるを得ません。 

○森委員長 

    いや、まだ見てもないんでしょう。だから、まず、ええ。 

    藤原委員。 

○藤原委員 

     前に私が見て、これはおかしいなと思ったのは、当時、扶桑社の教科書を載せ

て、「この教科書が一番いいんだ」みたいな説明書きがあったのよね。（「そうそう」

の声あり）それはちょっとね、幾ら何でもまずいんじゃないかというふうに意見

を言ったことがあったの。４冊、５冊並べてやるんだったら、むしろあれなんだ

けれども、あるいは東書だけ載せてだよ、東書だけ載せて、朝鮮・韓国の、何だ、

中国・韓国の、日本が朝鮮・韓国を下に置こうとした教科書とか、そんなのを載

せられてもちょっとまずいなと。だから……、何ていうかね、一概に言えないで

すね、ここでね、だから。私は、過去の実績からするとやりかねないなと思って

いるんだけれども、掲載文はこういうふうにしたけれども、写真で抵抗するとい

うのは。（「また、じゃあ、もう一回最初からだな」の声あり） 

○森委員長 

    竹谷委員。すみません、相澤委員、竹谷委員を最初に。すみません。 

○竹谷委員 

    一つのあれでね……、歴史教科書、全部のやつあるのかな、表紙だけ。 
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○金野委員 

    私、見ているのは、２冊は見ているの。 

○竹谷委員 

     では、それはだめ。比較だから。全部この中……、おれは思うんだよ、文部省

で、あの審議で、教科書審議会で通った教科書があるはずです。「これとこれとこ

れはいい」っていうやつが。 

○金野委員 

    いや、１３市町村のほうがいいんじゃないですか、そうしたら。 

○竹谷委員 

    １３市町村。 

○金野委員 

     要するに、多賀城市の上に県の委員会があるでしょう、１３市町村の。それぞ

れがそれを使っているわけですから。 

○竹谷委員 

    いや、使ってないんだ。だから、教科書を載せるか載せないかであれば、検定

を受けた教科書を全部載せてね、それでコメントなしと。下手なコメントつける

からおかしくなってくる。この中の教科書から、多賀城市は東書を選んだよとい

う。だから、それを全部載せて。（「そこまでちょっと……」の声あり） 

○森委員長 

    相澤委員。 

○相澤委員 

    板橋委員、議会だより編集の委員長、今度なったわけですけれども、板橋委員の

意見に私は賛成したいと思います。要するに、ここに今、物がなくて議論しても始

まらないと思います。（「そう」の声あり）ですからまず、議会だより編集委員会で

検討されるということなので、それですんなりいくようならばよろしくお願いしま

す。それで、問題があれば提起しますと板橋委員長がおっしゃっていますので、そ

のようにしたいと思います。 

○森委員長 

    竹谷委員。 

○竹谷委員 

    金野委員がどうしたらいいのかなと思って思案しているから、何かいい知恵ない

かという話でしょう。（「そうです」の声あり）であれば、私は選定された教科書全

部を撮ってそれを載せたほうが問題ないじゃないかと……（「そうだね」の声あり） 

○森委員長 

    金野委員。 

○金野委員 
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    要するに、写真も今私が――本当は本人が決めなくちゃいけないですけれども、

私が決めようかなと思っているものですから、はっきり言うとね。（「いやいや……」

の声あり） 

○森委員長 

    というふうなことなので、議会だより編集委員会をまず、その中で協議をしてい

ただくと。そこまでというふうなことで、今回の審議内容については、協議内容に

ついては以上としたいんですが……。 

○相澤委員 

    まず、これを落着させましょうよ、もう一回。 

○森委員長 

    はい。よろしくどうぞお願いいたします。 

    よろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

    お疲れさまでした。 

 

 

      議会運営委員会 

      委員長  森 長一郎 


